










































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
fibonacci(2, 5, 4)はfibonacci(2, 5, 2)とfibonacci(2, 5, 3)の和となり、5＋(2＋5)
＝12となる。

●問題Ⅲ-2
正解は①
3を探索時は中央値8、次いで3と一致し「8, 3, 」を出力する。14を探索時は値より大き
い側を狭め「8, 3, 1, 0, 」を出力する。

●問題Ⅲ-3
正解は③
nが偶数のときは底を2乗して指数を半減させ、奇数のときはxを乗じて指数を1減じる再帰
呼出しを行うことで、計算量をO(log n)に削減できる。

●問題Ⅲ-4
正解は④
2進数を加算すると1.10011111となる。これを10進数に変換すると1＋0.5＋0.0625＋
0.03125＋…となり、約1.62が得られる。

●問題Ⅲ-5
正解は①
NOR回路のRSフリップフロップにおいて、(0,0)は直前の状態を保持し、(1,0)はリセット
動作となって(Q,Q')=(0,1)へ遷移する。

●問題Ⅲ-6
正解は②
初期状態からaが2回連続して入力されると受理状態へ遷移し、以降は任意の文字列を受理
するため、「aa」を部分列に含む文字列を受理する。

●問題Ⅲ-7
正解は③
経路表に従うと、C宛てはAからB、Dを経由してCに達し3ホップとなる。E宛てはAからD、B
を経由してEに達し同じく3ホップとなる。

●問題Ⅲ-8
正解は③
スパムメールの送信元は偽装されていることが多く、拒否メールを自動返信すると無関係
な第三者に負荷を与え、自サーバの負荷も増加させる。

●問題Ⅲ-9
正解は③
ヒット率は0.988、ミス率は0.012である。実効平均アクセス時間は1×0.988＋40×0.012
＝1.468ナノ秒となる。

●問題Ⅲ-10
正解は①
CPUのコア数やメモリの割り当てにおいて、負荷が軽い環境であればリソースのオーバー
コミット等により仮想マシン8台を同時に稼働できる。

●問題Ⅲ-11
正解は③
即値アドレス指定方式は、命令のアドレス部に実際のデータそのものが格納されており、
その値を定数オペランドとして直接演算に使用する。

●問題Ⅲ-12



正解は②
CISCは内部でRISC的な命令に変換してパイプライン処理を行い、RISCも命令セットを拡張
するなど、両者の技術的融合が進んでいる。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
IPv6では経路上のルータによるフラグメンテーションが廃止され、Path MTU Discoveryに
より送信元端末側でパケットサイズが調整される。

●問題Ⅲ-14
正解は④
レイヤ2スイッチのVLAN機能を利用することで、物理的な配線を変えずに論理的なグルー
プに分割し、グループ間の不要な通信を遮断できる。

●問題Ⅲ-15
正解は②
RTPを用いたストリーミング通信では、音声データと映像データはそれぞれ異なるトラン
スポート層ポートを用いて別セッションとして送信される。

●問題Ⅲ-16
正解は③
データ容量は96,000×3バイト×2チャンネル×300秒＝172.8MBとなり、2のべき乗換算（
MiB）で約165Mバイトとなる。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
ある大きい音によって、その周囲の周波数や直前直後の微小な音が知覚できなくなる人間
の聴覚特性をマスキング効果と呼ぶ。

●問題Ⅲ-18
正解は③
中心画素に正の大きな重みを置き、隣接画素に負の重みを与える3×3フィルタ（中心5、
周囲-1）は、輪郭を強調する鮮鋭化処理に用いられる。

●問題Ⅲ-19
正解は②
画素数は3,600×2,400＝864万画素となり、RGB計3バイトを乗じると約25.92MB、2進換算
で約24.7Mバイトとなる。

●問題Ⅲ-20
正解は④
並列のPC稼働率は0.9975、プリンタは0.99であり、ファイルサーバ0.99と直列に接続した
全体の稼働率は約0.98となる。

●問題Ⅲ-21
正解は②
ASCIIコードを16進数から文字に変換すると、6Dはm、65はe、74はt、69はiとなり、宛先
はwww.meti.go.jpとなる。

●問題Ⅲ-22
正解は③
SSLはPKIに基づく公開鍵証明書を用いて通信相手の真正性を認証し、安全に交換した共通
鍵（セッション鍵）で高速に暗号化通信を行う。

●問題Ⅲ-23
正解は②
FPGAはLUT（ルックアップテーブル）に任意の真理値表を書き込むことで、基本セルの論
理機能を設定し自由な論理回路を構成できる。



●問題Ⅲ-24
正解は②
サポートベクターマシンは、各クラスの最も近いデータ点（サポートベクタ）からの距離
であるマージンを最大化する分離超平面を求める手法である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
PMBOKにおけるプロジェクトスコープマネジメントは、スコープ定義等を行う計画プロセ
ス群と、変更管理等を行う監視・コントロールプロセス群に適用される。

●問題Ⅲ-26
正解は④
注文と注文明細の間が多重度1..*の全体部分関係（コンポジション）であり、明細が1つ
の商品を参照するため、注文には1つ以上の商品が含まれる。

●問題Ⅲ-27
正解は①
SQLにおけるFOREIGN KEY句は外部キー制約を宣言し、参照先テーブルに存在する値のみを
格納可能にしてデータの参照整合性を担保する。

●問題Ⅲ-28
正解は②
所属団体表で在籍数が30を超える資格番号はAA100、AA200、CC700である。資格表のうち
これらに該当しない行数は2件となる。

●問題Ⅲ-29
正解は②
JIS X 0170の利害関係者要求定義プロセスでは、運用環境や合意事項等に基づくシステム
ソリューション上の制約事項の定義などが実施される。

●問題Ⅲ-30
正解は④
ITILにおけるサービストランジションは、新たに設計・変更されたサービスを稼働環境へ
円滑に移行し、運用を開始するためのプロセスである。

●問題Ⅲ-31
正解は①
モデレータの主導のもとで役割を分担し、チェックリストに基づき欠陥を洗い出して記録
・プロセス改善に役立てる公式レビューはインスペクションである。

●問題Ⅲ-32
正解は③
境界値分析では、同値分割によって得られた同値クラス内の両端（最小値・最大値）と、
それに隣接するクラス外の値を選択してテストを実施する。

●問題Ⅲ-33
正解は②
全工程のバグ予測数は20×15×0.8×1.1＝264件となる。詳細設計工程の比率25%を乗じる
ことで、目標値は66件と算出される。

●問題Ⅲ-34
正解は②
マトリクスにおいて列A行Cと列C行Aの双方がマークされているため、モジュールAとCが互
いに参照し合う直接的な循環参照が存在している。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤



応急処置による一時的な改善の陰で、時間遅れを伴って意図しない結果が悪化要因を蓄積
させるため、ある時点で問題症状が急激に増大する。


